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研究成果の概要（和文）：本研究は全国110ヶ所の伝建地区を対象として伝建地区における生活文化の継承と歴史的町
並み・集落の保存とを一体的に実現していくための地域共創の住まい・まちづくりの多様な実践、仕組み、現代的意義
について全国規模の調査より明らかにした。また伝建地区における住まい・まちづくり学習の教材として各地区を代表
する民家をモデルにしたペーパークラフト３種類を新たに開発するとともに、小・中学校の総合的な学習の時間を活用
した町並み保存学習への導入を試みた。民家ペーパークラフトの活用は身近な町並みや生活文化について子どもたちの
主体的な学びを育み、町並み保存や地域共創のまちづくりの担い手育成に有効であることを実証した。

研究成果の概要（英文）：The system of preservation districts for groups of historic buildings started in 
1975. The number of preservation district in Japan has increased to 110 places in the past 40 years. This 
indicates a growing consciousness of the residents for the preservation of the historic landscape.
The purpose of this study is to clarify the various practices of housing and town planning learning by 
the cooperation of the community in many preservation districts in Japan. In this study, we have 
developed three new paper craft. Each paper craft shows well the characteristics of the traditional 
houses in harmony with the climate and lifestyle of Japan. Through some of the teaching practice 
analysis, we have examined the effectiveness of the paper craft as a teaching material for collaborative 
housing and town planning learning in elementary and junior high schools in preservation districts for 
groups of historic buildings.

研究分野：複合領域
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 伝統的建造物群保存地区（以下、伝建地区）
とは伝統的建造物群及びこれと一体をなし
てその価値を形成している環境を保存する
ために市町村が定める地区のことであり（文
化財保護法第 142 条）、市町村からの申出を
受けて特に価値が高いと判断したものを国
が重要伝統的建造物群保存地区（以下、重伝
建）に選定している。昭和 50 年の伝建地区
制度創設から 40 年が経過し、平成 27 年７月
現在、伝建地区は北海道から沖縄県まで全国
90 市町村 110 地区に達している。これらの
地区では伝統文化や暮らしの継承を図りつ
つ、住民の主体的参加と協働による歴史的町
並み・集落の保存・活用に熱心に取り組んで
いる点に特色がある。各地のまちづくりにお
いて伝建地区は観光資源として、あるいは地
域活性化や地方創生の手段として注目を集
めているが、今後の方向性としては、地区内
の歴史的建造物等の文化財としての価値を
高めていくとともに、そこで暮らす人々の暮
らしの知恵や四季折々に繰り広げられてき
た伝統行事、地域の絆やコミュニティなど豊
かな暮らしの文化にも目を向け、これらハー
ドとソフトとを一体的に捉えて次世代へと
継承していくことが求められている。そのた
めには歴史的町並みや暮らしの文化を保
存・継承していくための担い手育成や世代間
交流が重要であり、学校・地域・自治体・専
門家・NPO 等の多様な主体の参加と協働に
よる地域共創の住まい・まちづくり学習の充
実が課題となる。  
 こうした問題意識から、研究代表者は平成
21 年度〜平成 23 年度科学研究費（基盤研究
（C））により「伝建地区の住まい・まち学習
にみる地域住文化の伝承と世代間交流に関
する研究」を実施した。本研究はこの研究テ
ーマの継続研究として新たな課題を設定し、
３年間調査・分析を行ったものである。 
 
２．研究の目的 
 地域の気候・風土や生活様式に対応し、世
代間交流によって豊かな暮らしの文化を育
みながら歴史的な町並み・集落を形成してき
た全国の伝建地区を対象に、生活文化の継承
と歴史的町並み・集落の保存・活用とを一体
的に実現していくための地域共創の住ま
い・まちづくりの多様な実践とその現代的意
義について全国規模の調査より明らかにす
る。また、小・中・高校の家庭科や総合的な
学習の時間等の授業を支援するための住ま
い・まちづくり学習の教材開発と授業実践を
試みることにより、伝建地区の町並み保存の
担い手育成や協働の仕組みづくりについて
検討することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 平成 25年度から平成 27年度までの３年間、
全国の伝建地区を対象に主に次の５つの調
査・分析を行った。 

(1)伝建地区の民家・町並み（集落）・まちづ
くりを活用した住まい・まちづくり学習の実
態把握と授業実践事例の収集（全国規模のア
ンケート調査、学校・教育委員会・自治体へ
の現地聞き取り調査） 
(2)伝建地区の生活文化及び町並み保存活動
の把握（自治体及び町並み保存団体等への現
地聞き取り調査、伝建地区行事の観察調査） 
(3)伝建地区の民家ペーパークラフトの開発
(4)民家ペーパークラフトを活用した授業実
践と評価 
(5)その他（伝建地区の町並み・集落の現況
調査、住まい・まちづくり学習の動向・事例
調査、文献研究等） 
 
４．研究成果 
(1)伝建地区における民家・町並み・まちづ
くり学習の実態 
①調査概要 
 全国の伝建地区における民家・町並み(集
落)・まちづくりを題材とした学習への取り
組みや具体的な授業実践内容を把握するた
め、全国 106 ヶ所の伝建地区内及び近隣の
小・中・高校計 476 校を対象に全国規模のア
ンケート調査を実施した（郵送配布・回収方
式）。調査時期は平成 26年３月で、回収数は
233票、有効回収率は 48.9％であった。 
②調査結果概要 
 平成 25 年度内に学校行事として伝建地区
の民家や町並み・集落、及び地区内の保存建
物・施設等の見学を実施した学校は全体の約
２割であった。一方、家庭科、社会科、生活
科、総合的な学習の時間等で伝建地区の民家
や町並み・集落、まちづくり等を題材にした
授業を実践した学校は全体の約半数を占め
た。教科別には「総合的な学習の時間」や「社
会科」の活用例が多く、「町並み散策」、「マ
ップ・絵地図づくり」、「絵画・スケッチ」ほ
か、浴衣の着付け、観光ガイド、新聞・ビデ
オ制作、カルタづくり等、伝建地区の町並み
特性や生活文化を活かした各種活動や体験
を授業に取り入れていた（図１）。 
 

 
図１ 伝建地区の民家・町並み・まちづくり 

を題材にした授業での活動（複数回答） 
 

授業実践の場や題材として伝建地区を選
んだ理由としては「地域やふるさとをよく知



ることが大切」、「地域に誇りをもち、ふるさ
とを愛する心を育みたい」などが挙げられた。
授業実施にあたって外部講師としてボラン
ティアガイドや自治体（教育委員会を含む）
職員の協力を得た学校は全体の 2/3を占めた。 
 この調査により伝建地区を題材にした住
まい・まちづくり学習の多様な実践内容を地
区別に、また学校種別に、全国規模で把握す
ることができた。 
 
(2)授業実践の事例調査 
 アンケート調査結果をもとに、全国の伝建
地区の中から地域共創の住まい・まちづくり
学習を実践している地区や学校を抽出し、現
地聞き取り調査を行った。いくつかのモデル
的な実践例をまとめると次のようである。 
①佐賀県鹿島市 
 醸造業を中心に発展し、防火構造の居蔵造
町家や土蔵造大型酒蔵等が建ち並ぶ鹿島市
浜中町八本木宿地区は平成 18 年７月に重伝
建に選定された。この地区では NPO 法人肥前
浜宿水とまちなみの会が町並み保存活動に
積極的に取り組んでいる。たとえば毎年５月
には伝建地区の町並み、伝統的建造物、自然、
暮らし等を描く「肥前浜宿スケッチ大会」を
鹿島美術人協会と共に主催している。園児か
ら大人まで 700名超の人々が参加するこのイ
ベントは肥前浜宿の町並みの魅力や宝物を
発見する町並み保存活動として、同時に学校
教育の一環としても定着しており、歴史的町
並みの保存意識の醸成に寄与している。 
 鹿島市Ａ小学校では４年生の総合的な学
習の時間を使って「酒蔵通りのガイド名人に
なろう！」の授業を実践している。町並み保
存会や地域住民の協力を得て、酒蔵通りのひ
と・こと・ものを探究し、その成果を毎年 10
月下旬に開催される「秋の蔵々まつり」の場
で子ども町並みガイドとして発信するユニ
ークな取り組みである。子どもたちはグルー
プ毎に建物の前に並び立ち、観光客や地元住
民を前にやや緊張しながらも堂々と学校で
の練習成果を披露する。ガイドを終えたあと
の観光客からの拍手や声援は子どもたちに
達成感や自信を与え、それが町並みを愛する
心を育むのにつながっていた。 
②岐阜県白川村 
 世界遺産の合掌集落に近い岐阜県白川村
Ｂ小学校では４年生の総合的な学習の時間
を使ってふるさと学習を推進している。具体
的には、合掌造り家屋に代表される地域の伝
統・文化について学ぼうと「合掌造り家屋を
造ろう」の体験型授業を実践している。この
授業の特色は合掌づくり家屋についての基
礎的な学習を終えたあと教育委員会職員を
外部講師に招き、４年生全員が協力して合掌
造り家屋を組み上げていく活動にある。実際
に利用するのは合掌造り家屋をモデルにし
た屋根組み部材で、「ハコマキ」、「ネソネリ」
などの伝統技術もあわせて習得する。合掌造
りの仕組みや結の心について、体験を通して

学ぶ共創的な住まい・まちづくり学習となっ
ている。 
③沖縄県竹富町 
 日本最西端の伝建地区・竹富島の集落内に
ある大正２年建築の旧与那国家住宅は平成
19 年に重要文化財に指定された。竹富町Ｃ小
学校では平成 13 年度から数年間、総合的な
学習の時間等を使って竹富島の赤瓦民家、石
垣、旧与那国家住宅等をテーマに地域学習を
展開した。学校・地域・NPO 等の協働による
これら竹富島学習の成果はソニー子ども科
学教育プログラム連続入選となり、その後は
平成 25 年度から沖縄県が取り組み始めた風
景学習へと受け継がれている。 
 
(3)民家ペーパークラフトの開発 
 気候・風土に対応し歴史・文化に根ざして
豊かな暮らしの文化を育んできた伝建地区
を教材化することで子どもの主体的な学び
を支援したいと考えた。研究代表者はこれま
で学校での住まい・まちづくり学習の充実の
ために各地の民家や現代住宅をモデルにし
たペーパークラフトを開発し、授業実践を重
ねてきたが、新たに伝建地区内の重要文化財
等民家をモデルにした「民家ペーパークラフ
ト」を開発した。具体的には平成 25 年度の
大村家住宅（愛媛県内子町八日市・護国地区）、
平成 26 年度の平川家住宅（福岡県うきは市
新川田篭地区）、平成 27年度の山口醤油醸造
場（佐賀県鹿島市浜中町八本木宿地区）の３
種類である（写真１、写真２、写真３）。 

 

 
写真１ 大村家住宅ペーパークラフト 

 

 
写真２ 平川家住宅ペーパークラフト 



 

 
写真３ 山口醤油醸造場ペーパークラフト 

 
 開発の準備段階では文献・図面調査、現地
建物調査、所有者や教育委員会等への聞き取
り調査等を行った。いずれのペーパークラフ
トも実際の建物をできるだけ忠実に再現（縮
尺 1/100）するとともに、子どもから大人ま
でだれもが楽しく簡単に組み立てることが
できるように単純化を試みた。主屋に加えて
敷地内にある付属建物も再現し、屋根は取り
外し可能とした。これにより外観だけでなく
１階や２階の間取りも確認できる。 
ペーパークラフトの種類、建物規模・特性、

作り手の習熟度等にもよるが、子どもが１人
で組み立てた場合、完成までの標準的な所要
時間は３〜４時間である。自分の手でペーパ
ークラフトを組み立て、しだいに立体化して
いくプロセスの中に多くの気づきや疑問が
生まれ、伝建地区の歴史的な建物の構造、間
取り、周辺環境、人々の暮らし、町並み保存
活動等へ学びの視点が広がっていくことを
ねらいとしている。学校教育現場では地域の
住まいや住生活にかかわる魅力的で実践的
な教材や学習プログラムが求められており、
伝建地区の代表的な民家をモデルにしたペ
ーパークラフトシリーズ（今回の３種類に青
森県、山梨県、岐阜県、沖縄県内の民家５種
類を加えた計８種類）は小・中・高校の授業
（総合的な学習の時間、社会科、家庭科、図
画工作等）における民家・町並み・まちづく
り学習のニーズに対応できると考えられる。 
 
(4)民家ペーパークラフトを活用した住ま
い・まちづくり学習の授業実践と評価 
 学校や教育委員会の協力を得て、伝建地区
の民家ペーパークラフトを活用した授業実
践を試みた。さらに授業後の感想文、アンケ
ート、ビデオ分析から民家ペーパークラフト
導入の効果と課題について検討した。 
①愛媛県内子町Ｄ中学校の授業実践 
 内子町Ｄ中学校の協力を得て平成 26 年 11
月、１年生の総合的な学習の時間「内子のと
びら」の一部を使って平成 25 年度に開発し
た大村家住宅ペーパークラフトを組み立て
る授業を２日間にわたって展開した。対象は
１年生２クラスで、模型づくりのサポーター

として愛媛大学教育学部４年生２名の協力
を得た。ペーパークラフトを初めてつくった
生徒が多く、組み立ては難しく感じられたよ
うだが、町並みの中にある代表的な民家の模
型づくりを通して生徒は内子の自然・歴史・
文化・産業について課題意識をもつようにな
った。授業後のアンケートでは７割を超える
生徒が今回の授業を「とても楽しかった」と
回答し、大村家住宅や内子について「もっと
知りたい」、「町並みを大切にしたい」と思う
生徒が増えていた。古い町家を改修し、内子
の歴史的な町並みを残していくことを重要
（たいへん重要＋まあ重要）と考える生徒は
96％を占め、八日市・護国地区の町並みを保
存していくために必要なこととして「伝統的
な行事を大切にする」、「見学できる建物を増
やす」、「観光客を増やす」などを挙げていた
（図２）。今回の総合的な学習の時間の授業
後は全体の９割弱の生徒が八日市・護国地区
の町並み保存に「積極的に関わっていきた
い」、「機会があれば協力したい」と回答し、
約８割の生徒は内子町の自然・歴史・文化・
産業や町並みについてもっと深く学習した
いと回答した。このように総合的な学習の時
間へのペーパークラフトの導入は町並み保
存学習の充実に大きく寄与したことを示し
ている。 
 

  
図２ 今後の町並み保存の課題（複数回答） 
 
②愛媛県内子町Ｅ小学校の授業実践 
 内子町Ｅ小学校の協力を得て平成 27 年 12
月、大村家住宅ペーパークラフトを使った授
業実践を試みた。対象は６年生２クラスで、
それぞれ総合的な学習の時間の中の３時間
分をペーパークラフトづくりに充てた。前年
度のＤ中学校での授業実践結果を踏まえ、よ
りきめ細かな指導が行えるようにペーパー
クラフトの組み立てを支援する学生サポー
ターを５名に増員した（山梨大学生２名、愛
媛大学生３名）。教員養成系大学に在籍する



５名は児童のそばに寄り添い、組み立てプロ
セスにおける素朴な疑問や戸惑いを解消し、
楽しい授業づくりに向けて的確に対応した。
授業後の感想文を読むと、ペーパークラフト
を初めて組み立てる児童の多くが「面倒、難
しい」と捉えていたが、友人の協力や大学生
のサポートにより組み立てが進むにつれて
「うれしい、楽しい、おもしろい」という心
理に変化した。集中して１つの模型を作り上
げた満足感・達成感は大村家住宅への興味・
関心や伝建地区の町並み保存へ関わろうと
する意識の変化につながっていた。このよう
に民家ペーパークラフトを導入した民家・町
並み保存学習は小学生を対象にした総合的
な学習の時間でも有効であることが確かめ
られた。 
 
③岐阜県白川村Ｆ小学校の授業実践 
 平成 28 年２月、岐阜県白川村Ｆ小学校の
協力を得て、平成 24 年度科学研究費（課題
番号 22500698、研究代表者：小川裕子静岡大
学教育学部教授）により開発した岐阜県白川
村の旧遠山家住宅ペーパークラフトを使っ
た授業実践を試みた。旧遠山家住宅（現在は
旧遠山家民俗館として公開中）は白川村を代
表する合掌造り民家で、昭和 46 年 12月に重
要文化財に指定された。 
 旧遠山家住宅ペーパークラフトを使った
授業は４年生の総合的な学習の時間の一部
を使って実施した。教育委員会職員が旧遠山
家住宅の歴史、建物構造や間取りの特徴につ
いて説明を行ったあと、ペーパークラフトの
組み立てを行った。授業後の感想文を読むと、
児童は模型づくり体験を通して旧遠山家住
宅の構造、間取り、空間構成、住まい方等が
現代住宅とは異なることに気づき、家族制度、
先人の知恵、白川郷の生活文化への疑問や感
動を体感することになった。ペーパークラフ
トづくりの活動は合掌造りへの児童の興
味・関心を高め、学びの欲求を引き出し、ふ
るさとを誇りに思う態度を培うことにつな
がったと考えられる。 

 
写真４ 旧遠山家住宅ペーパークラフト 

 
(5)研究成果の発信・公開 
 伝建地区における地域共創型の住まい・ま

ちづくり学習の充実のため、これまでに開発
した民家ペーパークラフトや授業での活用
例を掲載したリーフレットを作成した。リー
フレットはＡ４版（両面印刷）とＡ４三つ折
り版（両面印刷）の２種類で、山梨県内の学
校ほか関係機関に配布した。一定の反響があ
り、平成 28 年度には山梨県内の高校の授業
での活用が計画されている。 

 
写真５ 民家ペーパークラフト教材のリー 

フレット（２種類） 
 
(6)まとめと課題 

伝建地区内及びその近隣の学校では総合
的な学習の時間や社会科等の授業を活用し、
身近な伝建地区を取り上げ、歴史的な町並
み・集落及び生活文化を教材にした住まい・
まちづくり学習の実践が行われていた。本研
究では全国規模のアンケート調査と現地調
査によりその実態を詳細に把握するととも
に、伝建地区における住まい・まちづくり学
習の事例を数多く収集することができた。 

この伝建地区における住まい・まちづくり
学習の実践には学校だけでなく、地域住民や
町並み保存会、NPO、専門家、自治体・教育
委員会との協働による地域共創型のユニー
クなものが多くみられた。参加と協働による
体験的な授業実践は子どもたちに歴史や伝
統に支えられた町並みの魅力を気づかせ、地
域の伝統文化の継承や町並み保存に主体的
に関わっていこうとする意識や態度を培う
ことにつながっていた。 
 民家ペーパークラフトの学校教育教材と
しての評価は高く、これまでの研究や授業実
践においてその導入効果が実証されている。
そこで今回は新たに愛媛県、福岡県、佐賀 
県内の代表的な民家ペーパークラフトを開
発した。これにより各地の民家ペーパークラ
フトは青森県から沖縄県まで計８種類に増
え、各地の民家を手にとって比較することも
可能になった。  

愛媛県と岐阜県内の小・中学校での授業実
践結果より、民家ペーパークラフトは地域の
歴史的町並み・集落や生活文化について楽し
みながら学べる教材として有効であること、
学生サポーターによる授業支援は効果的で
あったこと等の新たな知見を得ることがで



きた。 
今後は限られた授業時間内に完成できる

ように授業の進め方を工夫したり、ペーパー
クラフトの内容を改良していくことが課題
である。 
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